
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ネットワーク上の複数の資源を検索するネットワーク資源検索装置において、
前記ネットワークに接続されたユーザ端末と、
前記ネットワークに接続されたディレクトリ装置と
を具備し、
前記ディレクトリ装置は、
前記複数の資源のそれぞれの機能または性能に関する情報を含む属性情報および該資源に
アクセスするアドレス情報を記憶する記憶手段と、
前記ユーザ端末からの前記機能または性能に関する情報の指定による検索要求に基づき前
記属性情報の検索を行う検索手段と、
前記検索手段による検索結果および該検索結果に含まれる資源のアドレス情報を前記検索
要求を行ったユーザ端末に対して通知する通知手段と
を具備することを特徴とするネットワーク資源検索装置。
【請求項２】
ネットワーク上の複数の資源のそれぞれの機能または性能に関する情報を含む属性情報お
よび該資源にアクセスするアドレス情報を記憶する記憶手段と、
前記ユーザ端末からの前記機能または性能に関する情報の指定による検索要求に基づき前
記属性情報の検索を行う検索手段と、
前記検索手段の検索結果および該検索結果に含まれる資源のアドレス情報を前記検索要求
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を行ったユーザ端末に対して通知する通知手段と
を具備することを特徴とするディレクトリ装置。
【請求項３】
ネットワーク上の複数の資源のそれぞれの機能または性能に関する情報を含む属性情報を
管理する前記ネットワークに接続されたディレクトリ装置に対して機能または性能に関す
る情報の指定による検索要求を行なう検索要求手段と、
前記ディレクトリ装置から通知された前記検索要求に対する検索結果および該検索結果に
含まれる資源のアドレス情報を受ける受信手段と、
前記受信手段で受信した資源のアドレス情報に基づき前記ネットワーク上の資源にアクセ
スするアクセス手段と
を具備することを特徴とするユーザ端末。
【請求項４】
ネットワーク上の複数の資源を検索するネットワーク資源検索装置において、
前記ネットワークに接続されたユーザ端末と、
前記ネットワークに接続されたディレクトリ装置と
を具備し、
前記ディレクトリ装置は、
前記複数の資源のそれぞれの機能または性能および資源の設置場所に関する情報を含む属
性情報を記憶する記憶手段と、
前記ユーザ端末からの前記機能または性能に関する情報の指定による検索要求に基づき前
記属性情報の検索を行う検索手段と、
前記検索手段による検索結果を前記検索要求を行ったユーザ端末に対して通知する通知手
段と
を具備することを特徴とするネットワーク資源検索装置。
【請求項５】
ネットワーク上の複数の資源を管理するディレクトリ装置で実行されるネットワーク資源
の検索方法であって、
前記複数の資源のそれぞれの機能または性能に関する情報を含む属性情報および該資源に
アクセスするアドレス情報を記憶し、
前記ネットワークに接続されたユーザ端末からの前記機能または性能に関する情報の指定
による検索要求に基づき前記属性情報の検索を行い、
該検索結果および該検索結果に含まれる資源のアドレス情報を前記検索要求を行ったユー
ザ端末に対して通知する
ことを特徴とするネットワーク資源の検索方法。
【請求項６】
ネットワーク上の複数の資源に対してアクセスするユーザ端末で実行されるネットワーク
資源のアクセス方法であって、
前記複数の資源のそれぞれの機能または性能に関する情報を含む属性情報を管理する前記
ネットワークに接続されたディレクトリ装置に対して機能または性能に関する情報の指定
による検索要求を行ない、
前記ディレクトリ装置から通知された前記検索要求に対する検索結果および該検索結果に
含まれる資源のアドレス情報を受け、
該受けた資源のアドレス情報に基づき前記ネットワーク上の所望の資源に対してアクセス
する
ことを特徴とするネットワーク資源のアクセス方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は複数の資源が接続されたネットワークに対して資源の検索およびアクセスを行う
ネットワーク資源検索装置およびネットワーク資源アクセス装置およびディレクトリ装置
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およびユーザ端末およびネットワーク資源の検索方法およびネットワーク資源のアクセス
方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
周知のように、ワークステーション、プリント装置、ファクシミリ装置、記憶装置等の資
源をネットワークに接続し、ワークステーションからネットワークを通じてプリント装置
、記憶装置等を利用するシステムが実現されている。
【０００３】
このようなネットワークシステムにおいて、例えば複数のプリント装置がネットワークに
接続されているとすると、ワークステーションはネットワークを通じて各プリント装置の
うちのいずれかを利用できるが、的確なプリント装置を選択するには各プリント装置の機
能および性能を予備知識として必要とする。例えば、各プリント装置毎に記録用紙のサイ
ズ、印字の書体等が異なっている場合、それらを知っていることを前提に、的確なプリン
ト装置を選択することが可能となる。
【０００４】
しかしながら、従来はワークステーションから各プリント装置に逐一アクセスして、プリ
ント装置の機能および性能を問い合わせ、これにより得られた各プリント装置の機能およ
び性能に基づいて的確なプリント装置を選択するようにしていた。すなわち、ワークステ
ーションは各プリント装置の全てにアクセスし、これにより的確なプリント装置を選択し
ていた。このため、ワークステーションにおいては繁雑な作業を余儀無くされた。
【０００５】
そこで、各プリント装置の機能および性能をワークステーションにて管理すればよいので
あるが、ネットワークの規模が大きくなると、情報量が多くなるので、情報管理が困難に
なる。また、複数のワークステーション毎にネットワーク資源を管理することは、不合理
でもある。
【０００６】
なお、ネットワークシステムにおいては、ネットワーク資源を管理するためのディレクト
リサービスが提供されているが、このディレクトリサービスは資源のアドレスを管理する
ものの、資源の機能および性能の管理については明確にされていない（参考文献「ＩＳＯ
／ＩＥＣ９５９４－１～８」）。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
このように従来のネットワークシステムにおいては、複数の資源がネットワークに接続さ
れていても、各資源のうちから所望の機能および性能を有する的確な資源を選択すること
が困難であるという問題点があった。
【０００８】
そこで、本発明はネットワークに接続されている複数の資源の機能および性能を一括管理
し、もって各資源のうちから所望の機能および性能を有する的確な資源を簡単に検索およ
びアクセスすることを可能ならしめるネットワーク資源検索装置およびネットワーク資源
アクセス装置およびディレクトリ装置およびユーザ端末およびネットワーク資源の検索方
法およびネットワーク資源のアクセス方法を提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
本発明に係るネットワーク資源検索装置は、ネットワーク上の複数の資源を検索するネッ
トワーク資源検索装置において、前記ネットワークに接続されたユーザ端末と、前記ネッ
トワークに接続されたディレクトリ装置とを具備し、前記ディレクトリ装置は、前記複数
の資源のそれぞれの機能または性能に関する情報を含む属性情報および該資源にアクセス
するアドレス情報を記憶する記憶手段と、前記ユーザ端末からの前記機能または性能に関
する情報の指定による検索要求に基づき前記属性情報の検索を行う検索手段と、前記検索
手段による検索結果および該検索結果に含まれる資源のアドレス情報を前記検索要求を行
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ったユーザ端末に対して通知する通知手段とを具備することを特徴とする。
また、本発明に係るディレクトリ装置は、ネットワーク上の複数の資源のそれぞれの機能
または性能に関する情報を含む属性情報および該資源にアクセスするアドレス情報を記憶
する記憶手段と、前記ユーザ端末からの前記機能または性能に関する情報の指定による検
索要求に基づき前記属性情報の検索を行う検索手段と、前記検索手段の検索結果および該
検索結果に含まれる資源のアドレス情報を前記検索要求を行ったユーザ端末に対して通知
する通知手段とを具備することを特徴とする。
また、本発明に係るユーザ端末は、ネットワーク上の複数の資源のそれぞれの機能または
性能に関する情報を含む属性情報を管理する前記ネットワークに接続されたディレクトリ
装置に対して機能または性能に関する情報の指定による検索要求を行なう検索要求手段と
、前記ディレクトリ装置から通知された前記検索要求に対する検索結果および該検索結果
に含まれる資源のアドレス情報を受ける受信手段と、前記受信手段で受信した資源のアド
レス情報に基づき前記ネットワーク上の資源にアクセスするアクセス手段とを具備するこ
とを特徴とする。
また、本発明に係るネットワーク資源検索装置は、ネットワーク上の複数の資源を検索す
るネットワーク資源検索装置において、前記ネットワークに接続されたユーザ端末と、前
記ネットワークに接続されたディレクトリ装置とを具備し、前記ディレクトリ装置は、前
記複数の資源のそれぞれの機能または性能および資源の設置場所に関する情報を含む属性
情報を記憶する記憶手段と、前記ユーザ端末からの前記機能または性能に関する情報の指
定による検索要求に基づき前記属性情報の検索を行う検索手段と、前記検索手段による検
索結果を前記検索要求を行ったユーザ端末に対して通知する通知手段とを具備することを
特徴とする。　また、本発明に係るネットワーク資源の検索方法は、ネットワーク上の複
数の資源を管理するディレクトリ装置で実行されるネットワーク資源の検索方法であって
、前記複数の資源のそれぞれの機能または性能に関する情報を含む属性情報および該資源
にアクセスするアドレス情報を記憶し、前記ネットワークに接続されたユーザ端末からの
前記機能または性能に関する情報の指定による検索要求に基づき前記属性情報の検索を行
い、該検索結果および該検索結果に含まれる資源のアドレス情報を前記検索要求を行った
ユーザ端末に対して通知することを特徴とする。
また、本発明に係るネットワーク資源のアクセス方法は、ネットワーク上の複数の資源に
対してアクセスするユーザ端末で実行されるネットワーク資源のアクセス方法であって、
前記複数の資源のそれぞれの機能または性能に関する情報を含む属性情報を管理する前記
ネットワークに接続されたディレクトリ装置に対して機能または性能に関する情報の指定
による検索要求を行ない、前記ディレクトリ装置から通知された前記検索要求に対する検
索結果および該検索結果に含まれる資源のアドレス情報を受け、該受けた資源のアドレス
情報に基づき前記ネットワーク上の所望の資源に対してアクセスすることを特徴とする。
【００１０】
【作用】
本発明によれば、登録手段には各資源の機能および性能を示すそれぞれの属性が登録され
ているので、指定手段にて所望の属性を指定すれば、検索手段は前記登録手段内の前記各
資源の属性を参照して、指定された所望の属性を有する資源を検索することができる。こ
のため、例えば登録手段および検索手段をディレクトリサーバに設けるとともに、指定手
段をワークステーションに設けたならば、ワークステーションからディレクトリサーバへ
と所望の属性を指定して、ディレクトリサーバにて所望の属性を有する資源を検索し、デ
ィレクトリサーバからワークステーションへと所望の属性を有する資源を通知することが
できる。
【００１１】
【実施例】
以下、本発明の実施例を添付図面を参照して詳細に説明する。
【００１２】
第１図は本発明に係わるネットワーク資源アクセス方式の一実施例を適用したネットワー
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クシステムを示すブロック図である。同図において、ネットワーク１にはワークステーシ
ョン２、ディレクトリサーバ３、第１のプリント装置４、第２のプリント装置５、第３の
プリント装置６がネットワーク資源としてそれぞれ接続されている。
【００１３】
ワークステーション２にはアプリケーション２１、およびディレクトリユーザ側ユニット
２２（ＤＵＡ；Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙ　Ｕｓｅｒ　Ａｇｅｎｔ）が備えられており、アプリ
ケーション２１はネットワーク１を通じて各プリント装置４，５，６にアクセスすること
ができ、またディレクトリユーザ側ユニット２２およびネットワーク１を通じてディレク
トリサーバ３にアクセスすることができる。
【００１４】
なお、アプリケーション２１は請求の範囲における指定手段に該当する。
【００１５】
ディレクトリサーバ３にはディレクトリシステム側ユニット３１（ＤＳＡ；Ｄｉｒｅｃｔ
ｏｒｙ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ａｇｅｎｔ）、およびデータベース３２（ＤＩＢ；Ｄｉｒｅｃｔ
ｏｒｙ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂａｓｅ）が備えられており、ディレクトリシステム
側ユニット３１はワークステーション２におけるディレクトリユーザ側ユニット２２から
データの検索を指示されると、データベース３２を検索し、その検索結果をディレクトリ
ユーザ側ユニット２２に返す。
【００１６】
なお、ディレクトリユーザ側ユニット２２、ディレクトリシステム側ユニット３１および
データベース３２の組でディレクトリサービスが提供される。また、データベース３２は
請求の範囲における登録手段に該当し、ディレクトリユーザ側ユニット２２とディレクト
リシステム側ユニット３１は請求の範囲における検索手段に該当する。
【００１７】
ディレクトリサーバ３におけるデータベース３２には、各プリント装置４，５，６のそれ
ぞれの属性が登録されている。ここで、属性の例として、各属性“ｐｒｉｎｔｅｒ　Ｔｙ
ｐｅ”，“ｐａｐｅｒ　Ｓｉｚｅ”，“ｉｎｐｕｔ　Ｄａｔａ　Ｔｙｐｅ　”，“ｆｏｎ
ｔ　Ｔｙｐｅ　”，“ｌｏｃａｔｉｏｎ”，“ｃｏｌｌａｔｅ　”，“ｄｕｐｌｅｘ”，
“ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ”，“ｐｒｉｎｔ　Ｓｐｅｅｄ　”，“ｃｏｌｏｒ　Ｐｒｉｎｔ
　”をあげる。これらの属性は次に示すようなそれぞれの意味を有する。
【００１８】
属性“ｐｒｉｎｔｅｒ　Ｔｙｐｅ”はプリント装置の形式を示しており、例えばドットプ
リンタ、レーザプリンタ等を示す。
【００１９】
属性“ｐａｐｅｒ　Ｓｉｚｅ”は記録用紙のサイズを示しており、例えばＡ４サイズ、Ｂ
４サイズ等を示す。
【００２０】
属性“ｉｎｐｕｔ　Ｄａｔａ　Ｔｙｐｅ　”はプリント装置に入力できるデータの型もし
くは言語を示しており、“Ｐｏｓｔ　Ｓｃｒｉｐｔ　”、“ｉｎｔｅｒ　Ｐｒｅｓｓ　”
等を示す。
【００２１】
属性“ｆｏｎｔ　Ｔｙｐｅ　”は印字の書体を示しており、例えば“明朝”、“ゴシック
”、“ボールド”等を示す。
【００２２】
属性“ｌｏｃａｔｉｏｎ”はプリント装置の設置場所を示しており、例えば“機械室”等
を示す。
【００２３】
属性“ｃｏｌｌａｔｅ　”は丁合出力の機能があるか否かを示す。
【００２４】
属性“ｄｕｐｌｅｘ”は両面印刷の機能があるか否かを示す。
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【００２５】
属性“ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ”は印刷の解像度を示す。
【００２６】
属性“ｐｒｉｎｔ　Ｓｐｅｅｄ　”は印刷のスピードを示す。
【００２７】
属性“ｃｏｌｏｒ　Ｐｒｉｎｔ　”はカラー印刷に関する情報を示す。
【００２８】
さらに具体的には、上記各属性をディレクトリサービスにおけるオブジェクトクラス“ａ
ｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｅｎｔｉｔｙ　ＯＢＪＥＣＴ－ＣＬＡＳＳ　”（“ＩＳＯ／ＩＥ
Ｃ９５９４－７”で定義されている）のサブクラスで定義することができ、このサブクラ
ス“Ｐｒｉｎｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　ＯＢＪＥＣＴ－ＣＬＡＳＳ”を第２図および第３図に
示しておく。なお、第２図および第３図において、それぞれの“ＡＴＴＲＩＢＵＴＥ－Ｓ
ＹＮＴＡＸ”は“ＩＳＯ／ＩＥＣ９５９４－６”で定義されている。
【００２９】
さて、第１のプリント装置４、第２のプリント装置５、第３のプリント装置６のそれぞれ
の属性を第４図に示すような態様でデータベース３２に予め登録しておく。なお、第４図
において、“ｃｏｍｍｏｎ　Ｎａｍｅ　”はプリント装置を識別するための識別子であっ
て、“ｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎａｌ　Ａｄｄｒｅｓｓ”はネットワークにおけるプリン
ト装置のアドレスである。
【００３０】
すなわち、第１のプリント装置４には識別子“ＰＳ１　”が与えられており、このプリン
ト装置の属性としては属性“ｐｒｉｎｔｅｒ　Ｔｙｐｅ”、属性“ｐａｐｅｒ　Ｓｉｚｅ
”および属性“ｆｏｎｔ　Ｔｙｐｅ　”が設定されている。属性“ｐｒｉｎｔｅｒ　Ｔｙ
ｐｅ”によってレーザプリンタであることが示され、属性“ｐａｐｅｒ　Ｓｉｚｅ”によ
って記録用紙のサイズがＡ３とＡ４であることが示され、属性“ｆｏｎｔ　Ｔｙｐｅ　”
によって印字の書体が“明朝”と“ゴシック”であることが示されている。
【００３１】
また、第２のプリント装置５には識別子“ＰＳ２　”が与えられており、このプリント装
置の属性“ｐｒｉｎｔｅｒ　Ｔｙｐｅ”によってレーザプリンタであることが示され、属
性“ｐａｐｅｒ　Ｓｉｚｅ”によって記録用紙のサイズがＢ４とＢ５であることが示され
、属性“ｆｏｎｔ　Ｔｙｐｅ　”によって印字の書体が“明朝”と“ゴシック”であるこ
とが示されている。
【００３２】
さらに、第３のプリント装置６には識別子“ＰＳ３　”が与えられており、このプリント
装置の属性“ｐｒｉｎｔｅｒ　Ｔｙｐｅ”によってレーザプリンタであることが示され、
属性“ｐａｐｅｒ　Ｓｉｚｅ”によって記録用紙のサイズがＡ４とＢ５であることが示さ
れ、属性“ｆｏｎｔ　Ｔｙｐｅ　”によって印字の書体が“ゴシック”と“ボールド”で
あることが示されている。
【００３３】
以上のような構成において、例えばワークステーション２のキーボード（図示せず）を操
作することにより、属性“ｐａｐｅｒ　Ｓｉｚｅ”＝“Ａ４”（属性“ｐａｐｅｒ　Ｓｉ
ｚｅ”によって“Ａ４”が示される）、属性“ｆｏｎｔ　Ｔｙｐｅ　”＝“ボールド”（
属性“ｆｏｎｔ　Ｔｙｐｅ　”によって“ボールド”が示される）を入力するとともに、
これらの属性を満たすプリント装置の検索を指示すると、ワークステーション２における
アプリケーション２１は属性“ｐａｐｅｒ　Ｓｉｚｅ”＝“Ａ４”および属性“ｆｏｎｔ
　Ｔｙｐｅ　”＝“ボールド”に該当するプリント装置の検索をディレクトリユーザ側ユ
ニット２２を通じてディレクトリシステム側ユニット３１に依頼する。
【００３４】
これに応答して、ディレクトリシステム側ユニット３１はデータベース３２に登録されて
いる各プリント装置の属性を検索し、属性“ｐａｐｅｒ　Ｓｉｚｅ”＝“Ａ４”および属
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性“ｆｏｎｔ　Ｔｙｐｅ　”＝“ボールド”に該当するプリント装置を選択する。ここで
、第３のプリント装置６の属性“ｐａｐｅｒ　Ｓｉｚｅ”は記録用紙のサイズがＡ４とＢ
５であることを示し、同プリント装置の属性“ｆｏｎｔ　Ｔｙｐｅ　”は印字の書体が“
ゴシック”と“ボールド”であることを示しているので、第３のプリント装置６が属性“
ｐａｐｅｒ　Ｓｉｚｅ”＝“Ａ４”および属性“ｆｏｎｔ　Ｔｙｐｅ　”＝“ボールド”
に該当する。したがって、ディレクトリシステム側ユニット３１は第３のプリント装置６
を選択することとなり、第３のプリント装置６の識別子“ＰＳ３　”をワークステーショ
ン２におけるディレクトリユーザ側ユニット２２に返す。
【００３５】
ワークステーション２ではディレクトリユーザ側ユニット２２からアプリケーション２１
へと識別子“ＰＳ３　”が通知され、アプリケーション２１は識別子“ＰＳ３　”を表示
画面（図示せず）に表示する。ここで、キーボードを操作することにより、識別子“ＰＳ
３　”によって示される第３のプリント装置６のアドレスを要求すると、アプリケーショ
ン２１は識別子“ＰＳ３　”によって示される第３のプリント装置６のアドレスをディレ
クトリユーザ側ユニット２２を通じてディレクトリシステム側ユニット３１に要求する。
【００３６】
これに応答して、ディレクトリシステム側ユニット３１は識別子“ＰＳ３　”によって示
される第３のプリント装置６のアドレスをデータベース３２から読出し、このアドレスを
ワークステーション２におけるディレクトリユーザ側ユニット２２に返す。
【００３７】
ワークステーション２ではディレクトリユーザ側ユニット２２からアプリケーション２１
へと第３のプリント装置６のアドレスが通知され、アプリケーション２１は該アドレスを
表示画面に表示する。さらに、キーボードを操作することにより、このアドレスを有する
第３のプリント装置６の呼出し、および印字データの送出を指示すると、アプリケーショ
ン２１は該アドレスに基づいて第３のプリント装置６を呼出し、印字データを属性“ｐａ
ｐｅｒ　Ｓｉｚｅ”＝“Ａ４”および属性
“ｆｏｎｔ　Ｔｙｐｅ　”＝“ボールド”と共に第３のプリント装置６に送出する。第３
のプリント装置６は印字データによって示される文字行列を属性“ｐａｐｅｒ　Ｓｉｚｅ
”＝“Ａ４”に該当するＡ４サイズの記録用紙に属性“ｆｏｎｔ　Ｔｙｐｅ　”＝“ボー
ルド”に該当する書体で記録する。
【００３８】
なお、ワークステーション２で指定される属性によっては、１つのプリント装置だけでな
く、複数のプリント装置が属性を満たすものとして検索されることがある。例えば属性“
ｆｏｎｔ　Ｔｙｐｅ　”＝“明朝”のみを指定すると、この属性“ｆｏｎｔＴｙｐｅ　”
＝“明朝”に該当する第１のプリント装置４および第２のプリント装置５のそれぞれの識
別子“ＰＳ１　”“ＰＳ２　”がデータベース３２から読出され、これらの識別子“ＰＳ
１　”“ＰＳ２　”がワークステーション２の表示画面に表示される。この場合、各識別
子“ＰＳ１　”“ＰＳ２　”のうちのいずれかを指定すると、指定された識別子によって
示されるプリント装置のアドレスがデータベース３２から読出され、このアドレスがワー
クステーション２に返されるので、このアドレスに基づいて１つのプリント装置をアクセ
スすることとなる。
【００３９】
このように本実施例では各プリント装置の属性をデータベース３２に予め登録しておき、
ワークステーション２で属性を指定すると、指定された属性に該当するプリント装置をデ
ィレクトリサーバ３にて検索するようにしているので、各プリント装置のうちから的確な
プリント装置を簡単に選択してアクセスすることが可能となる。
【００４０】
なお、上記実施例ではアクセスの対象となる資源としてプリント装置を例示しているが、
これに限定されるものでなく、ファクシミリ装置、通信装置等であっても構わない。例え
ばファクシミリ装置にはＧ３機、Ｇ４機などがあるので、ファクシミリ装置をアクセスの
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対象となる資源として適用すれば、本発明の利用価値を十分に発揮できる。
【００４１】
また、この実施例はディレクトリサーバを利用することにより本発明を実現しているが、
これに限定されるものでなく、要は複数の資源の属性を一括して登録しておき、所望の属
性を指定すると、この属性に該当する資源を検索しうるような構成であればよい。
【００４２】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、各資源の属性を登録手段に登録しておき、指定手段
にて所望の属性を指定すれば、検索手段は前記登録手段内の前記各資源の属性を参照して
、指定された属性を有する資源を検索するように構成されているので、各資源のうちから
的確な資源を簡単に検索およびアクセスすることができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係わるネットワーク資源アクセス方式の一実施例を適用したネットワー
クシステムを示すブロック図。
【図２】プリント装置の属性を定義するためのサブクラス“Ｐｒｉｎｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ
　ＯＢＪＥＣＴ－ＣＬＡＳＳ”を例示する図。
【図３】プリント装置の属性を定義するためのサブクラス“Ｐｒｉｎｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ
　ＯＢＪＥＣＴ－ＣＬＡＳＳ”を例示する図。
【図４】ディレクトリサーバにおけるデータベースに登録された各プリント装置の属性を
例示する図。
【符号の説明】
１…ネットワーク、２…ワークステーション、３…ディレクトリサーバ、４…第１のプリ
ント装置、５…第２のプリント装置、６…第３のプリント装置、２１…アプリケーション
、２２…ディレクトリユーザ側ユニット、３１…ディレクトリシステム側ユニット、３２
…データベース。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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